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１２月５日、図書委員会の活動として小学生への

読み聞かせを行いました。麻里布小学校では、６年生

による読み聞かせ会が行われており、「中学生になっても小学生に読み聞かせをしたい」

との生徒の声がきっかけとなって実施されました。図書委員は、事前に絵本を選び、昼

休みや放課後を活用して、読む練習や絵本に関するクイズを準備して当日を迎えました。

当日、昼休みに麻里布小学校の体育館を訪れると多くの

児童が待っていて、各グループに１０人以上の児童が集

まり、読み聞かせがスタートしました。中学生が読み始

めると児童は前のめりになり、どんどん円が小さくなっ

ていきました。そして、読み終わったときには、自然と

拍手が起こり、「ありがとう」「楽しかった」と言った声

も発せられていました。 

閉会式では、図書委員長が「小学校と中学校のつながりを強めるために、このような

会をもてたことに感謝します。これからも本への関心や興味をもってくれたら幸いで

す。」とあいさつをしました。 
 

 １２月３日、保護者を対象とし

た給食試食会を行いました。試食

の前に、給食センターでの調理の様子をビデオで視聴さ

れ、衛生に気を付けられていることや、汁物はだしから

取っていたり、一つひとつ手作業で調理されていたりす

る様子を見られて、改めて安全な給食の提供と手間をか

けて作れていることへの感謝をもたれていました。当日

の献立は、「ご飯」「くじらの竜田揚げ」「きんたい白菜のゆかり和え」「おじゃがもち汁」

で、栄養バランスがとれた給食の提供に加え、給食を通した地域の良さや愛着を高める

ことにもつながっていることを実感されていました。 

 

 １２月５日、麻里布小学校の６年生とその保護者を対象に

中学校入学説明会を開催しました。麻里布小学校と麻里布中

学校は、同じ教育目標のもと、学校、家庭、地域が一体となり、９年間を見通して、児

童生徒の学びや育ちを支えています。中学校に進学すると、勉強が少し専門的になるこ

とや、生徒の手による行事の運営など、少し学校生活が

変化します。 

当日は、生徒会執行部の２名が、中学校生活の様子を

生徒会執行部が中心となり作成したスライドを使って、

紹介しました。小学生も保護者も真剣に説明を聞いてお

り、中学校入学への不安が少しでも解消し、入学への期

待が高まったのではないかと思います。 
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 １２月１５日、不審者が学校に

侵入した想定で避難訓練を行い

ました。今年４月には近隣の町で、強盗が逃亡した事案

が発生しており、いつ発生してもおかしくない状況で

す。生徒は、その自覚もあってか、終始真剣に訓練に参

加しました。元警察官の少年安全サポーターは、「正しい

行動をすることがみなさんの安全を守ることなる。先生の指示をしっかりと聞いて、適

切な行動をしてほしい」と話されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

大 会 ・コンクール 等 結  果 氏 名 

第 71回山口県読書感想文コンクール 優良  

第 71回山口県読書感想文コンクール 優良  

税の標語 税務署長賞  

令和七年度岩国市・和木町科学振興展覧会 特選  

 

２学期終業式校長式辞「一日の計は元旦にあり」 

栄光の記録 

不審者避難訓練 

長い２学期が今日で終わり、明日から冬休みに入ります。この２学期を振り返って、

みなさんがさまざまな活動を通して大きく成長したと、私は強く感じています。 

ところで、１学期と２学期の始業式で、私はみなさんにあるお願いをしました。覚

えていますか。それは、「一人ひとりが自分の立場を意識し、その場に応じた最善の行

動をとること」です。 

体育祭や文化祭、職場体験学習、修学旅行などの行事での役割、社会の中での人と

の関わり、授業中や委員・係の活動での役割など、場面によって求められる役割は変

わります。その中で、リーダーとして前に立ち、仲間を導いた人。リーダーを支え、

行事を成功させた人。社会生活でのマナーや立ち振る舞いに気を付けた人。授業で自

分の考えを述べた人、その意見に耳を傾けた人。そうした一つひとつの経験が、確実

にみなさんを成長させています。しかし、振り返ると「もっとこうすれば良かった」

と感じる場面もあったかもしれません。その気づきこそが次への第一歩です。同じ後

悔を繰り返さないために、次はどう行動するかを考え、実践していきましょう。 

「一日の計は元旦にあり」という言葉があります。物事をうまく進めるためには、

最初の計画が大切だという意味です。新しい年を迎える今こそ、みなさん自身にとっ

ての「元旦」をどのように迎えるか、しっかりと考えてほしいと思います。 

３学期は短い学期ですが、一年のまとめであり、次の学年へ向けて大切な準備の時

期です。冬休みは、学習や生活を一度立ち止まって振り返り、新しい目標を見つめ直

す絶好の機会です。「こんな自分になりたい」「この力を伸ばしたい」「この場面では、

こう行動したい」そんな具体的な思いを描くことが、みなさんを確かに前へ進めてく

れます。 

どうか、健康と安全に気をつけて充実した冬休みを過ごしてください。そして年が

明けたら、それぞれの「元旦の計」を胸に、元気に登校してくれることを楽しみにし

ています。 


